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1.1　 研 究 の 背 景 と 目 的 　
　 平 成 23 年 （2011）3 月 11 日 14 時 46 分 に 発 生 し た 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 （以 下 東 日 本
大 震 災 と 表 記 ） と そ の 後 の 余 震 に よ り、 関 東 の 重 要 伝 統 的 建 造 物 群 保 存 地 区 ( 以 下 重 伝 建
地 区 と 表 記 ） で は、 茨 城 県 桜 川 市 真 壁 町 地 区 ( 以 下 真 壁 と 表 記 ） と、 千 葉 県 香 取 市 佐 原 地
区 （以 下 佐 原 と 表 記） に お い て、町 家 や 土 蔵 に 瓦 屋 根 が 崩 落 す る 等 多 数 の 被 害 が 発 生 し た。
　 日 本 建 築 学 会 は 重 伝 建 地 区 の 歴 史 的 建 造 物 の 被 害 に つ い て 建 築 歴 史 ・ 意 匠 委 員 会 災 害 特
別 調 査 研 究 WG に よ り 地 震 後 5 月 末 ま で 調 査 を 行 い、 成 果 は 「2011 年 東 北 地 方 太 平 洋 沖
地 震 災 害 調 査 速 報 」 1) ( 以 下 学 会 調 査 と 表 示 ) 及 び 「 東 日 本 大 震 災 合 同 調 査 報 告 　 建 築 編 4　
木 造 建 築 物 　 歴 史 的 建 造 物 の 被 害」2)( 以 下 合 同 調 査 報 告 ) と し て 公 表 し た。合 同 調 査 報 告 は、
そ の 中 で 真 壁 ・ 佐 原 に お け る 重 伝 建 地 区 全 体 の 被 害 と 主 要 な 建 物 の 被 害 に つ い て の 概 要 が
示 さ れ、 復 興 へ の 取 り 組 み と そ の 課 題 を 中 心 に 報 告 し て い る。
　 重 伝 建 地 区 が 地 震 で 被 災 し た の は、 平 成 7 年 (1995） の 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 で 被 災 し た 神
戸 市 北 野 町 山 本 通 り 地 区 （ 以 下 北 野 町 と 記 す ） と 平 成 19 年 (2007） に 能 登 半 島 地 震 で 被
災 し た 輪 島 市 黒 島 地 区 （以 下 黒 島 と 記 す ※ 黒 島 は 震 災 か ら の 復 興 を 契 機 に 保 存 運 動 が 高 ま
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和 文 要 旨 ： 本 研 究 に お い て、 東 日 本 大 震 災 に よ り 重 要 伝 統 的 建 造 物 群 保 存 地 区 真 壁 ・ 佐 原
の 町 家 や 土 蔵 の 被 害 が 大 き か っ た 要 因 は、 軟 弱 地 盤 の 影 響 で あ っ た こ と を 明 ら か に し た。
ま た 佐 原 の 保 存 修 理 工 事 に つ い て の 分 析 を 行 っ た 結 果、 町 家 の 屋 根 を ガ イ ド ラ イ ン 工 法、
基 礎 を ベ タ 基 礎 工 法 と す れ ば、 震 度 5 強 程 度 ま で は、 耐 震 補 強 が 行 わ れ な く て も 損 傷 を 防
げ る 可 能 性 が 高 い こ と を 明 ら か に し た。 ま た 本 研 究 の 成 果 を 踏 ま え、 関 東 の 土 蔵 の 特 徴 を
生 か し た 屋 根 及 び 外 壁 の 保 存 修 理 工 法 の 試 案 を 作 成 し た。
キ ー ワ ー ド ： 東 日 本 大 震 災 　 重 要 伝 統 的 建 造 物 群 保 存 地 区 　 町 家 　 土 蔵 　 地 震 防 災
In this research, major factor of townhouses and storehouses damages in Makabe and Sawara Important Preservation 
Districts for Groups of Traditional Buildings by the Tohoku Earthquake in 2011, revealed that it is the influence of the 
soft ground.　In this research that analyzed preservation repair works in Sawara, the roof guidelines and flat concrete 
foundation were revealed to be effective method against seismic in townhouses. And also, I have created an attempt 
effective preservation repair method that is based on the feature of the storehouses of Kanto.
Keyword ：The Tohoku Earthquake　  Important Reservation Districts for Groups of Traditional Buildings                   
                 wooden townhouses     storehouses     earthquake disaster prevention
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　 東 日 本 大 震 災 で 被 災 し た 真 壁 及 び 佐 原 に お い て、 個 々 の 町 屋 や 土 蔵 の 屋 根 や 外 壁 ・ 軸 組
の 損 傷 程 度 や そ の 分 布 状 況 を 考 察 し、 公 表 し て お く こ と は 貴 重 な 資 料 と な る と 考 え る。
　 ま た、 佐 原 は 関 東 で 最 も 早 く 平 成 8 年 （1996） に 重 伝 建 地 区 に 選 定 さ れ、 保 存 修 理 工
事 は 全 棟 の 約 7 割 ま で 進 ん で い た。 保 存 修 理 工 事 の 内 容 に よ り、 被 害 に 差 も 見 ら れ る。 被
害 の 差 を 明 ら か に し、 有 効 な 保 存 修 理 工 事 の あ り か た を 考 察 す る こ と は 今 後 の 重 伝 建 地 区
の 地 震 防 災 を 考 え る う え で 重 要 で あ る と 考 え、 本 研 究 を 行 っ た。
1.2　 既 往 研 究 と 本 研 究 の 位 置 づ け
　 平 成 7 年 (1995） の 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 で 被 災 し た 北 野 町 の 被 害 に つ い て の 調 査 研 究 は、
加 藤 邦 男 編 「 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 と 歴 史 的 建 造 物 」 3) 第 2 章 第 6 節 重 要 伝 統 的 建 造 物 群 保 存
地 区 に 詳 し い。 北 野 町 の 全 て の 建 物 に つ い て の 被 害 調 査 記 録 の み な ら ず 保 存 地 区 の 復 旧 事
業 計 画 に つ い て も 詳 述 さ れ た 貴 重 な 記 録 で あ る。 本 書 の 表 3 で は 総 数 36 件 の 伝 統 的 建 造
物 の 全 て に つ い て の 損 傷 記 録 が 表 記 さ れ て い る が、 被 害 の 分 布 図 は 示 さ れ て い な い。
　 黒 島 に つ い て は、 日 本 建 築 学 会 に よ り 建 物 被 害 の 悉 皆 調 査 が 実 施 さ れ、「2007 年 能 登 半
島 地 震 災 害 調 査 報 告 4) 第 ５ 章 ５.2 建 造 物 の 被 害 に お い て 図 5.1.4-11 輪 島 市 門 前 町 （ 黒 島 地
区）」 が ま と め ら れ、 単 色 で 建 物 の 被 災 区 分 図 が 表 示 さ れ て い る。 　 　 　
　 ま た 輪 島 市 教 育 委 員 会 発 行 の 「能 登 ・ 黒 島 の 町 並 み ー 輪 島 市 黒 島 地 区 伝 統 的 建 造 物 群 保
存 対 策 調 査 報 告 書 」 5) 第 Ⅰ 部 概 要 編 1-8 黒 島 の 地 震 被 害 の 概 要 及 び、 第 Ⅲ 部 8-1 災 害 史 と
防 災 の 課 題 　 図 8-3「 輪 島 市 門 前 町 （ 黒 島 地 区 ） の 建 物 被 災 度 」 に お い て、 被 災 度 の 区 分
が 色 分 け 表 示 さ れ て い る 為 に 被 害 の 分 布 が 判 り や す く、 本 研 究 で は 参 考 と し た。
　 こ れ ら の い ず れ の 既 往 研 究 も 個 々 の 建 物 の 被 災 区 分 は 示 さ れ て い る が、 屋 根 の 損 傷 程 度
と 外 壁 ・ 軸 組 の 損 傷 程 度 が 明 ら か に さ れ て い な い。 本 研 究 に お い て は、 屋 根 と 外 壁 ・ 軸 組
の 損 傷 程 度 を 個 別 に 明 ら か に し、考 察 す る こ と と し た。 ま た 北 野 町 の 既 往 研 究 に お い て は、
地 震 で 被 災 後 の 復 旧 工 事 に つ い て 報 告 さ れ て は い る が、 保 存 修 理 工 事 の 履 歴 と 損 傷 に つ い
て の 考 察 は 行 わ れ て い な い。 ま た 黒 島 は、 地 震 か ら の 復 興 を 契 機 に 重 伝 建 地 区 に 選 定 さ れ
て い る 為 に、 保 存 修 理 工 事 の 履 歴 を 明 ら か に す る こ と は 出 来 な い。 重 伝 建 地 区 に お け る 保
存 修 理 工 事 の 履 歴 を も と に、 地 震 に よ る 損 傷 を 考 察 し た 研 究 事 例 は 無 く、 本 研 究 は 重 伝 建
地 区 の 地 震 防 災 を 考 え る う え で 新 た な 視 点 と な る と 考 え る。
　 林 　 康 裕 等 に よ る「2001 年 芸 予 地 震 に お け る 木 造 家 屋 被 害 の 分 析」6) は、愛 媛 県・広 島 県・
山 口 県 の 25 地 点 か ら、 目 視 で、 ブ ル ー シ ー ト の 数 を 求 め、 そ の 被 災 度 と 計 測 震 度 ・ 地 盤
の 卓 越 振 動 数 （ 固 有 振 動 数 ）・ 最 大 地 動 加 速 度 ・ 最 大 地 動 速 度 に よ り 広 域 簡 易 被 害 調 査 と
比 較 分 析 を 行 っ て い る。 ブ ル ー シ ー ト は 震 災 で 被 災 し た 後 に 速 や か に 屋 根 に 設 置 さ れ る た
め に、 被 害 程 度 を 知 る 一 つ の 判 断 基 準 と な る こ と を 示 し て お り、 本 研 究 で は 参 考 と し た。
　 こ の 中 で 屋 根 の 被 害 は、 計 測 震 度 と 最 大 地 動 加 速 度 に 相 関 が 見 ら れ、 瓦 屋 根 被 害 が 生 じ
る の は、計 測 震 度 で 5.0( 震 度 階 級 5 強）、最 大 地 動 加 速 度 200gal、最 大 速 度 10㎝ /s で あ り、
瓦 屋 根 被 害 が 5％ 以 上 と な る の は、 計 測 震 度 で 5.5（ 震 度 階 級 6 弱 ） 以 上、 最 大 地 動 加 速
度 400gal 以 上 と い う 結 果 を 得 て い る。 こ れ ら の 被 害 率 に は 建 築 基 準 法 を 基 に 建 て ら れ た
戦 後 の 木 造 住 宅 が 含 ま れ て い る 為 に、 伝 統 工 法 の 町 家 や 土 蔵 の 被 害 率 に つ い て は 明 確 で は
な い。 伝 統 工 法 の 町 家 や 土 蔵 に 限 っ て 被 害 率 を 求 め た 研 究 の 事 例 は 少 な く、 本 地 震 に よ る
被 害 率 を 求 め る こ と は 貴 重 な 資 料 と な る と 考 え る。
　
2.　 研 究 の 方 法
2.1　 論 文 の 構 成
　 第 3 章 は、 真 壁 に お け る 伝 統 工 法 の 町 家 や 土 蔵 の 屋 根 の 被 害 率 を 既 往 研 究 の 結 果 と 比 較
考 察 し、 建 設 年 代 別 の 屋 根 被 害 の 損 傷 の 差 を 考 察 し た。 さ ら に、 佐 原 も 含 め た 関 東 の 土 蔵
の 損 傷 に つ い て 考 察 を 行 っ た。 第 4 章 は、 佐 原 に お い て 震 災 以 前 ま で に 行 わ れ て い た 保 存
修 理 工 事 の 履 歴 の 記 録 を 基 に、 屋 根 葺 替 － 屋 根 破 損、 基 礎 工 事 － 軸 組 破 損、 土 台 ・ 軸 組 工
事 － 軸 組 破 損 に 分 け て 考 察 を 行 い、 本 地 震 に お い て 効 果 的 で あ っ た 保 存 修 理 工 事 の 工 法 を
明 ら か に し た。
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2.2　 調 査 の 方 法 
　 真 壁 は、 東 日 本 大 震 災 の 後 4 月 の 連 休 前 ま で
に 文 化 庁 の 要 請 で、 金 沢 市 や 亀 山 市 等 の 伝 建 地
区 担 当 職 員 の 協 力 を 得 て 被 害 調 査 が 行 わ れ た。
そ の 調 査 結 果 は、 桜 川 市 教 育 委 員 会 伝 建 担 当 に
よ り 被 害 調 査 資 料 （未 発 表） と し て 5 月 末 に ま
と め ら れ た。 ま た 引 き 続 い て 震 災 復 旧 工 事 の 為
に、 茨 城 県 建 築 士 会 を 中 心 に 建 造 物 個 別 の 被 害
調 査 資 料（未 発 表）が 9 月 末 ま で に 作 成 さ れ た。
　 佐 原 は NPO 法 人 小 野 川 と 佐 原 の 町 並 み を 守
る 会 を 中 心 に、 県 指 定 文 化 財 は、 香 取 市 教 育 委
員 生 涯 学 習 課 文 化 財 班、 特 定 建 築 物 は、 香 取 市
都 市 整 備 課 事 業 推 進 班 に よ り 地 元 建 築 士 会 の 協
力 を 得 て、 被 害 調 査 が ４ 月 末 ま で に お こ な わ
れ、9 月 末 ま で に 被 害 調 査 資 料 （ 未 発 表 ） が 作
成 さ れ た。 真 壁 ・ 佐 原 い ず れ の 資 料 も 自 治 体 の
内 部 資 料 に 留 め ら れ 公 表 さ れ て い な い。
　 本 研 究 の 被 害 調 査 の 方 法 と し て は、2011 年
5 月 11 日 ( 真 壁 ）、6 月 1 日 ( 佐 原 ）、7 月 6 日
( 真 壁 ）、7 月 20 日 ( 佐 原 ） と 現 地 に 入 り、 地
上 か ら の 被 災 状 況 の 目 視 と 確 認 を 行 い、 町 屋 と
土 蔵 の 被 災 状 況 を 整 理 し た。 ま た 本 研 究 に お い
て は、2012 年 3 月 に 前 述 し た 各 自 治 体 の 未 公
表 の 被 害 調 査 資 料 や 保 存 修 理 工 事 の 履 歴 記 録 の
デ ー タ の 貸 与 を 受 け、 損 傷 程 度 は 著 者 独 自 の 7
月 20 日 ま で の 簡 易 被 害 調 査 と 齟 齬 が 出 な い よ
う に、 照 合 を 行 っ た。
　 著 者 が 調 査 に 入 っ た 時 点 で は、 既 に 屋 根 は、
ビ ニ ー ル シ ー ト に 覆 わ れ て い る 建 物 が 多 く、 ま
た 地 上 面 か ら は 屋 根 の 被 害 程 度 の 把 握 が 困 難 な
建 物 も あ っ た 為、2012 年 3 月 以 降、2011 年 3
月 29 日 付 け の Google Earth pro か ら、 ビ ニ ー ル
シ ー ト が 掛 け ら れ た も の を 抽 出 し、 平 面 図 の
デ ー タ を 参 照 し て 屋 根 伏 図 を 起 こ し、 損 傷 範 囲
を 記 入 し た。 ビ ニ ー ル シ ー ト の 範 囲 は 実 際 の 損
傷 範 囲 と 整 合 し て い な い 可 能 性 も あ る が、 既 往
研 究 と 同 様 損 傷 の 一 つ の 判 断 基 準 で あ る と 考
え、 損 傷 範 囲 と し た [ 写 真 1、 写 真 2 参 照 ]。
　 各 自 治 体 の 被 害 調 査 資 料 は、 屋 根 損 傷 は 図 面
で は な く コ メ ン ト で 表 記 さ れ て い る だ け の た め
に、 著 者 が 屋 根 伏 図 を も と に 作 成 し た 資 料 を 屋
根 損 傷 率 と し、 各 自 治 体 の コ メ ン ト は 損 傷 概 要
と し て 両 方 を 併 記 し、 個 別 の 損 傷 記 録 と し て ま
と め、 各 地 区 の 保 存 計 画 図 を 基 に 屋 根 及 び 外
壁 ・ 軸 組 の 損 傷 分 布 図 を 作 成 し た。 真 壁 や 佐 原
で は 石 蔵 や RC 造 の 建 物 や、 酒 造 工 場、 仏 堂 や
門 も 特 定 建 築 物 と し て 選 定 さ れ て い る が、 本 研
究 で は 他 地 区 で も 比 較 が 容 易 な 町 家 と 土 蔵 を 対
象 と し た。 屋 根 お よ び 外 壁 ・ 軸 組 の 損 傷 度 区 分
は 表 1 の 区 分 の も と に 行 っ た。
写真 1　真壁 2011/3/29 の屋根損傷状況（google  earth pro)









軽微 損傷率5％未満 ズレ小 軽微 外壁部分亀裂・剥落
小破 5％以上～25％未満 ズレ大 小破 外壁大部分亀裂・剥落
中破 25％以上～50％未満 落下 中破 軸組変形１/120以下・軸組破損




























三成分合成 NS EW UD
真壁庁舎 6弱 *5.5 403.2 377 359.1 309.1 318.4
香取市役所 5強 *5.4 304.9 238.1 249.2 202.3 322.8
CHB004佐原 5強 *5.1 310.3 277 301 179 323
































































































2.3　 調 査 地 区 の 概 要
　 真 壁 は、 足 尾 山 か ら 筑 波 山 に 連 な る 山 麓 か ら 緩
や か に 桜 川 に 下 る 舌 状 の 真 壁 台 地 に 位 置 し て い る
[ 写 真 3 参 照 ]。 真 壁 は 江 戸 時 代 か ら 明 治 中 期 に
か け て 近 在 の 在 郷 町 と し て 発 展 し、 現 在 の 真 壁 の
町 並 み は、 大 正 か ら 昭 和 に か け て の 町 家 や 土 蔵 を
中 心 に 形 成 さ れ て い る 「参 考 資 料 7）」。
　 町 家 の 1 階 は 通 り に 面 し て 耐 震 要 素 で あ る 土 壁
が ほ と ん ど な く、 下 屋 を 持 ち、2 階 の 壁 の 重 量 を
人 見 梁 と 呼 ば れ る 1 尺 以 上 の 梁 で 支 え る 形 式 [ 図
1 参 照 ] で あ り、 剛 性 的 に は 好 ま し く な い。 こ の
形 式 は 明 暦 の 大 火 （1657） 以 降 江 戸 に お い て、
火 災 時 に 下 屋 か ら 大 屋 根 に 梯 子 を 掛 け て 町 火 消 が
登 り や す い よ う に 義 務 づ け ら れ た も の で、 大 火 の
多 か っ た 関 東 の 町 家 に 普 及 し、 佐 原 も 同 様 の 形 式
で あ る。
　 重 伝 建 地 区 は、 南 北 約 410m、 東 西 約 410 ｍ、
面 積 約 17.6ha の 範 囲 で、 特 定 さ れ て い る 伝 統 的
建 造 物 （ 以 下 特 定 建 築 物 と 記 す ） は 108 棟 ( 石 蔵
1 棟 倒 壊、 土 蔵 2 棟 全 壊 で 指 定 解 除 ） で、 そ の う
ち 本 研 究 で 対 象 と し た 町 屋 は 54 棟、 土 蔵 19 棟
で あ る。 真 壁 は、 平 成 22 年 （2010）4 月 16 日 に
重 伝 建 地 区 と し て 選 定 さ れ て す ぐ に 東 日 本 大 震 災
に あ っ た 為、 保 存 修 理 の 為 の 整 備 事 業 は ま だ 実 施
さ れ て お ら ず、 保 存 修 理 工 事 が な さ れ て い な い 中
で の 被 害 の 貴 重 な 資 料 と な る。
　 佐 原 は 小 野 川 流 域 の 平 坦 な 地 形 で あ る が、 南 か
ら 西 に か け て 下 総 台 地 が 迫 っ て お り、 東 側 は 利 根
川 沿 い に 田 が 広 が っ て い る [ 写 真 4 参 照 ]。 江 戸
時 代 に 入 り、 利 根 川 の 東 遷 事 業 が 行 わ れ、 舟 運 が
盛 ん と な り、 物 資 の 集 散 地 と し て 賑 わ い を 見 せ、
商 都 と し て 発 展 し た。 
　 重 伝 建 地 区 は、 南 北 約 500 ｍ、 東 西 約 400m、
面 積 約 7.1ha の 範 囲 で、 小 野 川 沿 い と 香 取 街 道 沿
い に 範 囲 が 指 定 さ れ て い る。 特 定 建 築 物 は 106
棟 で、 ほ か に 国 指 定 史 跡 （伊 能 忠 敬 旧 宅・土 蔵 等）
の ほ か、 県 指 定 文 化 財 13 棟 を 含 ん で い る 「 参 考
資 料 8）」。 本 研 究 で 対 象 と し た 町 家 ・ 土 蔵 は 県 指
定 文 化 財 を 含 み、 町 家 は 75 棟 で、 土 蔵 は 26 棟
で あ る。 佐 原 は 関 東 で 最 も 早 く 平 成 8 年 （1996）
に 重 伝 建 地 区 に 選 定 さ れ、 東 日 本 大 震 災 前 ま で に
全 棟 の 7 割 ま で 町 家 や 土 蔵 の 保 存 修 理 工 事 は 進 ん
で い た。
2.4　 観 測 地 点 の 計 測 震 度 及 び 最 大 加 速 度
　 真 壁 ・ 佐 原 の 地 震 観 測 地 点 の 本 震 の デ ー タ を 表
2 に 示 す。 東 日 本 大 震 災 に お い て は、 本 震 か ら 約
30 分 後 (15 時 15 分 ） に 大 き な 余 震 が 発 生 し、 真
壁 は 震 度 5 弱、 佐 原 は 震 度 5 強 を 計 測 し て い る。
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は 震 度 4 を 14 回 計 測 し て い る。6 月 以 降 で は 震 度 3 は 多 い が、 木 造 建 造 物 に 損 傷 を 与 え
る 震 度 4 以 上 は 計 測 さ れ て い な い。 　
　 真 壁 は、 桜 川 市 真 壁 庁 舎 （ 重 伝 建 地 区 ま で の 距 離 0.5㎞） の デ ー タ を 気 象 庁 発 表 資 料 9)
か ら 引 用 し た。 表 2 で は、 本 震 の 計 測 震 度 は *5.5（ 気 象 庁 震 度 階 級 6 弱 ）、 最 大 加 速 度 は、
400gal を 超 え て い る。NS と EW の 加 速 度 の 差 は ほ と ん ど 無 い。 震 央 か ら の 距 離 は 318.4km
で あ る。
　 佐 原 の 地 震 観 測 点 は 2 カ 所 CHB004（ 強 震 観 測 網 10)） 佐 原 [ 香 取 市 イ -1066（ 重 伝 建 地 区
ま で の 距 離 0.8㎞）]、 香 取 市 役 所 （ 重 伝 建 地 区 ま で の 距 離 0.8㎞） …[ 表 2・ 写 真 4 参 照 ]
で あ り、 い ず れ も 震 度 5 強、3 成 分 合 成 の 最 大 加 速 度 は 300gal を 超 え て い る。NS と EW
の 加 速 度 の 差 に 大 き な 差 は 見 ら れ な い。
2.5　 地 質 調 査 資 料
　 地 震 動 の 強 さ は、 最 大 加 速 度、 最 大 速 度 な ど で 表 現 さ れ る が、 固 い 地 盤 に 対 し て、 軟 弱
で 堆 積 層 が 厚 い 地 盤 で は、 計 測 震 度 の ラ ン ク や 最 大 加 速 度 が 高 く な る。 つ ま り、 堆 積 層 の
厚 み の 差 に よ り、 大 き く 地 震 動 が 増 幅 し、 被 害 が 起 き や す い。 建 設 省 告 示 1793 号 及 び 道
路 橋 示 方 書 ( 国 土 交 通 省 技 術 基 準 ） は 地 盤 を 以 下 の 3 つ に 分 類 し て い る。 そ れ ぞ れ 基 準 値
は 違 う が、 第 Ⅲ 種 地 盤 を 軟 弱 な 地 盤 と し て い る。
　 　 　 　 　 建 設 省 告 示 1793 号 　 　                                              道 路 橋 示 方 書 　 　 　 　 　 　 　 　
    第 Ⅰ 種 地 盤 ( 洪 積 台 地 ）       Tc 0.4      　 　 　 　                                    Tg ＜ 0.2  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 
    第 Ⅱ 種 地 盤            　 　 　     Tc 0.6       　                                    0.2 ≦ Tg ＜ 0.6 　
    第 Ⅲ 種 地 盤 ( 沖 積 層 ）           Tc 0.8　 　 　                                   0.6 ≦ Tg
　 　 　 　 　 　 　      Tc: 地 盤 の 固 有 周 期 （s)                     Tg： 地 盤 の 固 有 周 期 （s）　
　 真 壁 に お い て は 真 壁 伝 承 館 の ボ ー リ ン グ デ ー タ 11) を 参 照 し た。写 真 3 を 見 る と、真 壁 は、
山 口 川 と 田 中 川 に 挟 ま れ、 東 か ら 西 に 平 坦 で 緩 や か に 傾 斜 し て い る。 ボ ー リ ン グ デ ー タ は
1 箇 所 し か な い が、 地 盤 が 大 き く 変 化 し て い な い の で、 地 盤 条 件 に よ る 地 区 内 の 変 化 は な
い と 考 え る。 佐 原 は、 千 葉 県 地 質 環 境 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン バ ン ク 12) を 活 用 し、 重 伝 建 地
区 近 傍 の 5 か 所 （No2、No3、No4、No5、No6） の 地 質 資 料 と 標 準 貫 入 試 験 の Ｎ 値 を 入 手 し
た。 表 3 に 真 壁 と 佐 原 5 地 点 の 地 質 の 深 度 及 び、 標 準 貫 入 試 験 N 値 を 示 し て い る。 堆 積
層 の 厚 み は 地 質 調 査 資 料 よ り 読 み 取 り、 簡 易 式 （ 建 設 省 告 示 第 1457 号 第 10） で Ｎ 値 と 各
地 質 の 深 さ よ り、 地 盤 の 固 有 周 期 を 求 め た。
　 ■ 各 層 の 剪 断 波 速 度 Vs=68.79 × N 0.171 × H 0.199 × Yg × St　
　 　 Ｎ は 標 準 貫 入 試 験 Ｎ 値 　/ Ｈ は 地 表 面 か ら の 深 さ （ ｍ ） / Ｙ g 地 質 年 代 係 数 （ 沖 積 層
　 　1.000、 洪 積 層 1.303） / Ｓ t は 土 質 に 応 じ た 係 数 ( 粘 土 1.000、 細 砂 1.086、 中 砂 1.066、
　 　 粗 砂 1.135、 砂 礫 1.153、 礫 1.448)
　 ■ 各 層 （i） の 固 有 周 期    Ti=4 × Hi/Vi
　 ■ 全 体 の 表 層 地 盤 の 固 有 周 期 　T= Σ Ti
    真 壁 は、 表 3 の No1 の ボ ー リ ン グ デ ー タ で 明 ら か の よ う に、 表 土 は ロ ー ム 層 に 覆 わ れ
て い る が、 下 層 は 軟 弱 な 砂 質 層 が 27m 以 深 ま で 続 い て お り、 決 し て 良 好 な 地 盤 と は い え
な い。 地 盤 の 固 有 周 期 の 計 算 結 果 は 0.841 秒 と 長 く、 沖 積 層 と 同 様 の 値 と な っ て い る。
　 佐 原 は、 表 3 で 明 ら か の よ う に、5 地 点 と も 堆 積 層 の 全 て が 砂 質 層 で、 下 流 域 ほ ど そ の
堆 積 層 が 厚 く、No2 で は、標 準 貫 入 試 験 Ｎ 値 の 値 が 深 度 25m 以 深 ま で 2 ～ 4 と な っ て お り、
そ の 影 響 で 液 状 化 現 象 が 発 生 し、 小 野 川 護 岸 の 崩 壊 や 川 底 の せ り 上 が り が 発 生 し た。
　 各 地 点 の 地 盤 の 固 有 周 期 の 計 算 結 果 は 表 3 の 通 り で あ る。小 野 川 上 流 左 岸 の No6 は 0.297
秒、No5 が 0.385 秒 と 固 有 周 期 が 短 く 固 い 地 盤 で あ る こ と を 示 し て い る。 忠 敬 橋 付 近 の
No4 は 0.647 秒、No3 は 0.69 秒、No2 は 0.868 秒 と な っ て い る。 以 上 か ら 重 伝 建 地 区 の 小
野 川 流 域 は 0.647 秒 ～ 0.69 秒 前 後 の 固 有 周 期 を 持 っ て い る と 考 え ら れ、 町 家 の 固 有 周 期 と
近 い 値 を 示 し て い る。 建 設 省 告 示 1793 号 と 道 路 橋 示 方 書 で は 基 準 値 が 違 う が、 真 壁 No1
は 0.841 秒 で あ る の で ど ち ら の 指 標 で も 第 Ⅲ 種 地 盤、 重 伝 建 地 区 内 の 小 野 川 流 域 は 0.647
秒 ～ 0.69 秒 な の で 道 路 橋 示 方 書 で は 第 Ⅲ 種 地 盤、 建 設 省 告 示 で は、 限 り な く 第 Ⅲ 種 地 盤
に 近 い こ と に な る。
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△              軽微（損傷率5％未満）






























＋ 写真 6　仲町 09 被害写真写真 5　仲町 01 被害写真









































































































































































































△　          軽微（外壁部分亀裂・剥落）
○　　     無損傷
＋
　　□で囲まれた保存番号は土蔵を示す仲町02
図 5　真壁外壁・軸組損傷分布図 [ 町家・土蔵 ]（出典：真壁保存地区計画図を基に編集）
写真 8　高上 01 被害写真写真 7　下宿 16　被害写真
3　 真 壁 　 調 査 結 果
　 本 章 に お い て 真 壁 の 町 家 54 棟、 土 蔵 19 棟 の 調 査 結 果 及 び そ の 考 察 を ま と め て い る。 図
2 は 屋 根 損 傷 分 布 図 を 示 し、 図 5 は 外 壁 ・ 軸 組 の 損 傷 分 布 図 を 示 し て い る。 図 3 及 び 図 4
は 屋 根 損 傷 度 区 分 と 外 壁 ・ 軸 組 の 損 傷 度 区 分 の 相 関 を マ ト リ ッ ク ス 図 で 表 示 し た も の で、
点 線 内 の 数 字 は そ れ ぞ れ の 損 傷 度 が 軽 微 な 範 囲 内 に あ る 建 物 の 割 合 と、 中 破 以 上 の 割 合 を
示 し た も の で あ る。 時 代 別 の 損 傷 の 違 い を 見 る 為 に、 色 分 け で 保 存 番 号 の 建 物 を 示 し て い
る。 町 家 は 約 28％ (12 棟 ）、 土 蔵 は 約 11％ (1 棟 ） が 軽 微 な 損 傷 内 で あ る。 町 家 は 無 損 傷
が 10 棟 で あ る が、 土 蔵 に は 1 棟 も 無 い。 中 破 以 上 が 町 家 は 22％ (12 棟）、 土 蔵 は 26％ （5
棟） に な っ て い る。 町 家 は 1 棟 が 屋 根 及 び 外 壁 ・ 軸 組 を 大 破 し て い る。 次 項 か ら は、 屋 根
及 び 外 壁 ・ 軸 組 に 分 け て 損 傷 度 の 結 果 を ま と め て い る。 個 別 の 町 家 の 損 傷 記 録 は 表 4-1 ～
4-3 に、 土 蔵 は 表 6-1、6-2 に ま と め て い る。 屋 根 伏 図 の 網 掛 け 部 分 は ビ ニ ー ル シ ー ト で 覆
わ れ て い る 部 分 を 示 し、 そ の 部 分 を 屋 根 の 投 影 面 積 か ら 除 し て 損 傷 率 と し て い る。
3.1　 屋 根 損 傷
　 図 3 を 参 照 す る と、 町 家 で は、 中 破 ・ 大 破 の 建 物 は、 御 陣 屋 前 通 り を 中 心 と し た 地 区 に
集 中 し て い る。 こ の 地 区 は 特 定 建 築 物 が 多 く 集 中 し て い る 地 区 で も あ る。
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表 4-1　町家個別損傷記録 ( 屋根伏図網掛けは損傷部分） 表 4-2　町家個別損傷記録 ( 屋根伏図網掛けは損傷部分）
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不明 × ■ △ 屋根全体にズ
レ
仲町





１２ 不明 ○ ○ ○
仲町
１９
























　 ま た 東 西 の 通 り が 3、 南 北 の 通 り が 5 あ り、
町 家 は 南 北 の 通 り と 東 西 の 通 り に 面 し て 建 て ら
れ て い る。 南 北 方 向 の 通 り に 被 害 が 多 い。 こ れ
は 南 北 方 向 の 通 り に 店 を 構 え て い る 町 家 が 多 い
為 で、2.2- 調 査 地 区 の 概 要 - で 示 し た よ う に、
間 口 方 向 に 耐 震 要 素 が な い こ と や 剛 性 の 低 い 建
物 の 形 式 が 被 害 を 大 き く し た も の と 考 え ら れ
る。
　 表 5 で 年 代 別 に 損 傷 率 を 比 較 す る と、 町 家
全 体 の 大 屋 根 の 損 傷 率 は 約 69％ と な っ て い る。
各 年 代 別 に お い て も 概 ね 64 ～ 79％ と な っ て お
り、 時 代 に よ る 大 屋 根 の 損 傷 率 の 差 は 大 き く は
な い。 た だ し、 大 屋 根 は 明 治 ・ 大 正 時 代 の 建 物
は 瓦 の 落 下 し た 建 物 が 多 い が、 昭 和 以 降 の 建 物
は 落 下 し た も の は 無 く、 瓦 の ズ レ 程 度 で 済 ん で
い る。
　 角 地 に 面 し て い る 建 物 が 3 棟 （ 下 宿 13、 高
上 9、 仲 町 8） 大 破 し て い る。 い ず れ も 道 路 側
両 方 向 に 耐 震 要 素 で あ る 土 壁 が 無 く 偏 心 し 屋 根
に 被 害 を 出 し た も の と 思 わ れ る。
　 表 5 で 土 蔵 を 時 代 別 に 区 分 し た が 全 て の 時 代
の 土 蔵 に 損 傷 が あ る の で 比 較 は 出 来 な い。 上 １
と 高 4 は 全 壊 し 既 に 除 却 さ れ て い る の で 比 較 か
ら は 除 い て い る。 大 屋 根 の 損 傷 率 は、100 ％、
棟 の 破 損 も 約 84 ％ 以 上 の 土 蔵 が 破 損 し た こ と
に な り、 町 家 と 比 較 し て 約 30 ％ 損 傷 率 が 高 い。
　 土 蔵 の 損 傷 率 が 町 家 よ り 高 い 理 由 と し て、 全
て の 土 蔵 に 対 し て 内 部 調 査 が 行 わ れ て い な い も
の の、 一 部 内 部 調 査 が 行 わ れ た 市 の 被 害 調 査 資
料 で は、 土 台 の 腐 朽 や 蟻 害 の 発 生 し て い る 土 蔵
が 4 棟 あ っ た こ と か ら、 土 蔵 の 多 く に 土 台 の
腐 朽 や 蟻 害 が あ っ た た め と 推 察 さ れ る。 土 台 が
腐 朽 す る と 建 物 の 固 有 周 期 が 長 周 期 に な り、 軟
弱 地 盤 で 被 害 が 多 く な る (3.3.3 土 蔵 の 損 傷 で 詳
述 )。
3.2　 外 壁 ・ 軸 組 損 傷
　 表 7 に お い て 町 家 の 外 壁 ・ 軸 組 の 損 傷 率 は 約
57％ と な っ て お り、 屋 根 被 害 率 69％ と 比 べ る
と 損 傷 率 は 小 さ く 損 傷 度 も 大 き く な い。 図 3 を
無損傷 軽微 小破 中破 大破
○ △ ▲ ■ ×
明治 14 5 0 2 4 3 64
大正 14 3 3 3 3 2 79
昭和 22 7 4 2 5 4 68
不明 4 2 0 0 1 1 50
合計 54 17 7 7 13 10 69
明治 12 0 3 2 2 5 100
大正 6 0 0 1 2 3 100
不明 1 0 0 0 0 1 100








































































































































































































見 る と、 外 壁 ・ 軸 組 損 傷 が 無 損 傷 と 中 破 に 多 く
分 布 し て い る の が 判 る。 中 波 以 上 の 建 物 が 23
棟 （ 約 43 ％） あ る。 し か し、 そ の 被 害 の 範 囲
は 広 い が、 土 壁 の ヒ ビ ワ レ や 一 部 剥 落 程 度 で あ
り、落 下 は 少 な く 大 破 と は な っ て い な い。 明 治・
大 正 期 と 比 較 し て 昭 和 期 は 軸 組 変 形 や 大 破 し た 建 物 は 2 割 か ら 3 割 ほ ど 少 な く な っ て い
る。 経 年 劣 化 の 差 と 考 え て よ い。 土 蔵 の 外 壁 ・ 軸 組 損 傷 率 は 84％ と 多 く の 土 蔵 に 被 害 が
起 き た こ と に な る。2 棟 も 全 壊 し、 す で に 取 り 壊 さ れ て い る。 図 4 を 見 れ ば、 中 破 以 上 の
建 物 が 7 棟 （ 約 37％） あ る。 損 傷 の 多 く が、 変 形 の 起 き や す い 隅 角 部 や、 下 屋 と の 取 付
き 部 分 や 開 口 部 周 り 等 に 起 き て い る。 ま た 関 東 の 土 蔵 の 特 徴 で あ る 鉢 巻 の 被 害 も 多 い。
3.3　 考 察
3.3.1　 地 盤 の 影 響 に よ る 屋 根 損 傷 率
　 ボ ー リ ン グ 資 料 よ り 固 有 周 期 を 求 め た 結 果、 真 壁 は 第 Ⅲ 種 地 盤 の 軟 弱 地 盤 で あ っ た。 本
震 で 真 壁 は 震 度 6 弱 （ 計 測 震 度 ＊ 5.5） 最 大 加 速 度 が 403gal を 計 測 し た。 屋 根 損 傷 率 は、
無損傷 軽微 小破 軸組変形 大破
○ △ ▲ ■ ×
明治 14 4 2 0 7 1 71
大正 14 5 0 1 8 0 64
昭和 22 13 4 0 5 0 41
不明 4 1 1 0 2 0 75
合計 54 23 7 1 22 1 57
明治 12 2 4 2 3 1 83
大正 6 0 2 1 1 2 100
昭和 0 0 0 0 0 0 0
不明 1 1 0 0 0 0 0

































真 壁 の 町 家 が 約 69％、 土 蔵 は 100％ と い う 損 傷 率 で あ っ た。 外 壁 ・ 軸 組 損 傷 率 は 屋 根 と
比 較 し て 少 な い が、 町 家 で 約 57％、 土 蔵 で 約 84％ と 高 く、 こ れ ら の 損 傷 率 は、 軟 弱 地 盤
の 影 響 と 考 え る が、 非 常 に 高 い 損 傷 率 で あ る。
3.3.2　 建 設 年 代 と 屋 根 損 傷
　 真 壁 の 町 家 は 特 定 建 築 物 の 建 設 年 代 が 昭 和 期 以 降 に 建 設 さ れ た も の が 多 い。 駒 井 鋼 之 介
著 「か わ ら 日 本 史 13)」 に よ れ ば、 関 東 で は 関 東 大 震 災 以 降 引 掛 け 瓦 桟 工 法 が 内 務 省 の 指 導
に よ り 瓦 業 界 に 普 及 し て い る。 こ れ は、 関 東 大 震 災 で 多 く の 瓦 屋 根 が 崩 落 し た 為 に、 震 災
直 後 の 大 正 13 年 （1924） に 内 務 省 が 「 市 街 地 建 築 物 法 施 工 規 則 」 を 改 正 し て、 引 掛 け 瓦
桟 工 法 の 使 用 を 奨 励 し、 瓦 業 界 に 普 及 さ せ た こ と に よ る。 関 東 で は 標 準 的 な 工 法 と な っ て
い た こ と が 瓦 業 界 の 「 瓦 工 事 の 変 遷 14）」 で も 示 さ れ て い る。 年 代 別 の 損 傷 比 較 を 行 っ た
結 果、 大 屋 根 は 明 治 ・ 大 正 時 代 の 建 物 は 瓦 の 落 下 し た 建 物 が 多 い が、 昭 和 以 降 の 建 物 は 落
下 し た も の は 無 く、 瓦 の ズ レ で 済 ん で い た。 建 築 基 準 法 以 前 の 引 掛 け 瓦 桟 工 法 は、 ズ レ は
防 げ な い が、 落 下 を 防 ぐ 効 果 は 認 め ら れ た。
3.3.3　 土 蔵 の 損 傷
　 本 項 で は 真 壁 の 土 蔵 の 損 傷 に つ い て 考 察 す る が、 佐 原 も 含 め た 関 東 の 土 蔵 の 一 般 的 な 特
徴 を も と に 考 察 す る。 一 般 的 に 固 有 周 期 が 0.2 秒 前 後 の 土 蔵 は 固 有 周 期 の 短 い 第 Ⅰ 種 地 盤
（ 洪 積 台 地 ） に お い て 被 害 が 大 き く、 固 有 周 期 が 0.5 秒 前 後 の 伝 統 工 法 の 町 家 は 固 有 周 期
の 長 い 第 Ⅱ 種 地 盤 や 第 Ⅲ 種 地 盤 （ 沖 積 層 ） で 被 害 が 大 き く な る と さ れ る 15) が、 真 壁 の 地
盤 の 固 有 周 期 は 0.841 秒 と 長 い の に 逆 の 結 果 と な っ て い る。 屋 根 の 被 害 だ け で 考 え れ ば、
土 蔵 の 葺 土 は 町 家 (60㎜ 程 度 ) よ り 塗 厚 が 多 い (150㎜ ～ 240㎜ 程 度 ）[ 図 6 参 照 ] こ と に よ
り 慣 性 力 が 大 き く 働 き、 ズ レ や 落 下 が 発 生 し た こ と。 ま た ズ レ 止 め に 設 け ら れ た 土 居 塗 の
シ ュ ロ 縄 が 切 れ、 土 居 塗 の 土 が ず り 落 ち た こ と が 要 因
と 考 え ら れ る。
　 鉢 巻 の 被 害 に つ い て は 次 の 要 因 が 考 え ら れ る。 関 西
系 の 土 蔵 は 軒 下 に 垂 木 が 表 れ て い る が、 大 火 の 多 い 関
東 で は 延 焼 防 止 の 為 に、 垂 木 や 軒 下 を 土 壁 で 塗 籠 る。
こ の 軒 先 を 鉢 巻 と 呼 ぶ が、 屋 根 は 瓦 の 土 葺 き （60㎜）
の 下 に 防 水 の 為 に 漆 喰 で 塗 ら れ た 土 居 塗 （90㎜ ～ 180
㎜） が あ り、 浸 み 込 ん だ 雨 水 が 土 居 塗 の 上 を 流 れ、 軒
先 に あ る 鉢 巻 を 腐 朽 さ せ、 地 震 に よ り 鉢 巻 の 土 壁 が 落
下 し た と 考 え ら れ る。 ま た 関 東 の 土 蔵 は、 防 火 の た め
に、 腰 巻 と い う 土 壁 が 塗 ら れ る。 腰 巻 に は 防 水 の 為 に
漆 喰 を 混 ぜ た 土 で 塗 ら れ る た め に、 上 部 の 土 壁 の ヒ ビ
ワ レ か ら 侵 入 し た 雨 水 が 腰 巻 で 止 水 さ れ、 内 部 の 土 台
や 柱 の 根 元 を 腐 朽 さ せ る [ 図 6 参 照 ]。 ま た 床 下 換 気
口 を 防 火 の た め に 設 け な い た め に、 地 面 に 漆 喰 を 塗 布
し て い る が、 漆 喰 が 経 年 劣 化 し、 地 面 か ら の 湿 気 を 防
止 で き ず、土 蔵 の 土 台 や 軸 組 が 腐 朽 す る。長 周 期 に な っ
た 要 因 は 腰 巻 と 換 気 口 を 設 け な い 影 響 と 考 え ら れ る。
　 土 塗 壁 の 脆 弱 性 に つ い て 「土 蔵 の 土 壁 は 厚 い が、 耐
震 要 素 と し て 効 果 の あ る 土 壁 部 分 は 厚 み の 1/3 程 （ 約
8㎝） で、 残 り の 2/3（ 約 16㎝） は 軸 組 の 架 構 の 外 側
に あ り、 ひ び 割 れ を 防 ぐ 為 の 竹 小 舞 の み で、 外 部 の 土
壁 は、 地 震 動 に よ る 軸 組 の 変 形 に よ る 損 傷 が 起 き や す
い。」 と 坂 本 　 功 16） は 述 べ て い る。 軸 組 の 外 側 に あ る
土 壁 は、 地 震 に よ る わ ず か の 層 間 の 変 形 で 外 壁 の 損 傷
が 発 生 し、 損 傷 が 起 き や す い。 こ の 土 壁 の 脆 弱 性 が 外
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図 7　佐原屋根損傷分布図 [ 町家・土蔵 ]( 出典：佐原保存地区計画図を基に編集）
写真 9　小野川護岸損傷
写真 10　小野川護岸損傷
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図 10　佐原外壁・軸組損傷分布図 [ 町家・土蔵 ]( 出典：佐原保存地区計画図を基に編集）
写真 11　Y 商店土蔵被害写真
写真 12　F 呉服店土蔵被害写真
4　 佐 原 調 査 結 果
　 本 章 に お い て 佐 原 の 町 家 75 棟、 土 蔵 26 棟 の 調 査 結 果 及 び そ の 考 察 を ま と め て い る。
佐 原 は 小 野 川 流 域 と 香 取 街 道 沿 い に 十 字 型 で 選 定 さ れ て い る 為 に、 小 野 川 流 域 （A） と、
香 取 街 道 （ Ｂ ） の 2 つ の 地 区 に 分 類 し た。 図 7 は 屋 根 損 傷 分 布 図 を 示 し、 図 10 は 外 壁 ・
軸 組 の 損 傷 分 布 図 を 示 し て い る。 図 8 及 び 図 9 は 屋 根 損 傷 度 区 分 と 外 壁 ・ 軸 組 の 損 傷 度 区
分 の 相 関 を マ ト リ ッ ク ス 図 で 示 し た も の で、 点 線 内 の 数 字 は 真 壁 と 同 様 に そ れ ぞ れ の 損 傷
度 が 軽 微 な 範 囲 内 に あ る 建 物 の 割 合 と、 中 破 以 上 の 割 合 を 示 し た も の で あ る。 個 々 の 建 物
は、 小 野 川 流 域 （A） を 赤 字、 香 取 街 道 （ Ｂ ） を 青 字 で 表 記 し て い る。 保 存 修 理 工 事 の 有
無 を 示 す た め に、保 存 修 理 工 事 の 履 歴 の な い 建 物 は □ で 囲 ん で い る。町 家 は 約 52％ (39 棟）、
土 蔵 は 約 35％ (9 棟 ） が 軽 微 な 損 傷 範 囲 内 で あ る。 保 存 修 理 工 事 の 履 歴 の な い 建 物 で 軽 微
な 損 傷 内 の 建 物 は 町 家 で 5 棟、 土 蔵 で 1 棟 あ る が、 修 理 履 歴 不 明 の 県 指 定 文 化 財 2 棟 を
除 き 香 取 街 道 （ Ｂ ） に あ る。 町 家 で は 無 損 傷 が 29 棟 あ り、 土 蔵 は 4 棟 で あ る。 中 破 以 上
が 町 家 は 16％ (12 棟 ）、 土 蔵 は 15％ （4 棟 ） に な っ て い る。 保 存 修 理 工 事 の 履 歴 の あ る 建
物 も 町 家 で 6 棟、 土 蔵 で 3 棟 あ る。 次 項 か ら は、 屋 根 及 び 外 壁 ・ 軸 組、 保 存 修 理 工 事 に 分
け て 損 傷 度 の 結 果 を ま と め て い る。 個 別 の 町 家 の 損 傷 記 録 は 表 8-1 ～ 8-3 に、 土 蔵 は 表 13
に ま と め て い る。 屋 根 伏 図 の 網 掛 け 部 分 の 表 記 は 真 壁 と 同 様 で あ る。
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表 8-1 　町家個別損傷記録 ( 屋根伏図網掛けは損傷部分） 表 8-2　町家個別損傷記録 ( 屋根伏図網掛けは損傷部分）
屋根伏図 大屋根 大棟 年度
屋根
葺替 基礎 土台・軸組等
28 江戸 △ × ○ 10 全面葺替 土台・柱修理




30 明治後期 ▲ ■ △ 棟瓦破損
31
昭和









































































86 不明 ■ × ○ 屋根崩落

















































84 大正 ○ ○ ○ 16 ガイドライン





前期 × ■ ■ 屋根損傷
41 明治後期 ■ × ■
棟瓦崩落
躯体傾斜
































番号屋根伏図 大屋根 大棟 年度
屋根
葺替 基礎 土台軸組等








○ ○ ○ 6 全面葺替





3 不明 ○ ○ ○ 14 全面葺替



















































60 　大正 ○ ○ ○ 9
部分
修理
70 昭和2年 △ △ ○ 11
土台
柱取替









2年 △ ○ ○
53 明治7年 × ■ ○ 屋根損傷 14
*下見板張
替



































34年 ○ ○ △ 15 布基礎 土台取替
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屋根伏図 大屋根大棟 年度 屋根葺替 基礎 土台・軸組等
46
明治





































































○ ○ ○ 9 全面葺替 構造補強





88 不明 ○ ○ ○ 22 ガイドライン
腐朽部材交
換











83 大正 ○ ○ ○ 16
全面
葺替
79 昭和15年 ○ ○ ○
80 大正13年 ○ ○ ○


















57 江戸 △ ○ △
























表 8-3　町家個別損傷記録 ( 屋根伏図網掛けは損傷部分）
4.1　 屋 根 損 傷
　 佐 原 は、 保 存 修 理 工 事 が 進 ん で い た 為
に、 地 区 別 ・ 年 代 別 と 共 に、 保 存 修 理 工 事
の 有 無 で 分 類 し た。 図 7 を 見 る と 中 波 や 大
破 し て い る 建 物 の 多 く が 忠 敬 橋 周 辺 か ら 下
流 域 に 分 布 し て い る こ と が 判 る。 表 9 の 地
区 別 分 類 で 見 る と、 小 野 川 流 域 (A) が 香 取
街 道 (B) に 比 べ て 約 37％ 損 傷 率 が 高 く な っ
て い る。 小 野 川 流 域 の 軟 弱 地 盤 の 影 響 で
あ る と 考 え ら れ る。 小 野 川 流 域 (A) に お い
て は 中 破 以 上 の 建 物 が 24 棟 に 上 り、 多 く
が 屋 根 瓦 を 崩 落 さ せ て い る。 図 8、 表 9 を
見 る と 小 野 川 流 域 (A) に お い て も 軽 微 の 範
囲 内 の 町 家 が、26 棟 あ る。 修 理 履 歴 不 明
の 県 指 定 文 化 財 2 棟 を 除 き、 全 て に 保 存
修 理 工 事 が 行 わ れ て い る。 香 取 街 道 (B) は
3 棟 に 保 存 修 理 工 事 が な さ れ な い ま ま 軽 微
な 損 傷 内 で あ る の は、 地 盤 の 影 響 と 考 え ら
れ る。 土 蔵 は 小 野 川 流 域 (A) と 香 取 街 道 (B)
で は 損 傷 の 違 い は 大 き く な い。 表 10 の 時
代 別 分 類 で は、 町 家 は 昭 和 期 以 降 の 建 物 が
6 棟、 土 蔵 は 1 棟 で あ る の で、 昭 和 以 降 の
建 物 が 少 な く 時 代 別 に よ る 損 傷 の 考 察 は 行
わ な か っ た。
無損傷 軽微 小破 中破 大破
棟数 ○ △ ▲ ■ ×
A 53 21 5 3 11 13 60
B 22 17 4 0 1 0 23
計 75 38 9 3 12 13 49
A 15 2 1 3 4 5 87
B 11 4 4 0 1 2 64







無損傷 軽微 小破 中破 大破
棟数 ○ △ ▲ ■ ×
江戸/明治時代 54 22 8 3 8 13 59
大正時代 10 9 0 0 1 0 10
昭和時代 6 3 1 0 2 0 50
不明 5 4 0 0 1 0 20
計 75 38 9 3 12 13 49
江戸/明治時代 16 3 2 3 4 4 81
大正時代 1 1 0 0 0 0 0
昭和時代 1 0 1 0 0 0 100
不明 8 2 2 0 1 3 75





無損傷 軽微 小破 中破 大破
棟数 ○ △ ▲ ■ ×
江戸/明治時代 54 25 14 1 14 0 54
大正時代 10 7 0 0 2 1 30
昭和時代 6 3 0 0 3 0 50
不明 5 5 0 0 0 0 0
計 75 40 14 1 19 1 47
江戸/明治時代 16 2 9 2 1 2 88
大正時代 1 1 0 0 0 0 0
昭和時代 1 0 1 0 0 0 100
不明 8 2 2 1 0 3 75





無損傷 軽微 小破 中破 大破
棟数 ○ △ ▲ ■ ×
A 53 22 12 1 17 1 58
B 22 18 2 0 2 0 18
計 75 40 14 1 19 1 47
A 15 1 8 2 1 3 93
B 11 4 4 1 0 2 64
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後期 ○ ○ △ 7
全面
葺替

































× × △ 棟瓦の落下 14 *漆喰修理
16
昭和
前期 △ ○ △
69
江戸















































































初期 ▲ ○ △
屋根瓦一部
落下
74 不明 × × △ 屋根崩落
76
明治
前期 △ △ △ 14
全面
葺替 構造補強









か ○ ○ ○ 21
腐朽部材
交換





24年 △ ○ △ 15
ズレ
直し



















































表 13　土蔵個別損傷記録 ( 屋根伏図網掛けは損傷部分）
無損傷 軽微 小破 中破 大破
棟数 ○ △ ▲ ■ ×
○ 55 33 4 3 6 9 40
× 20 4 5 1 6 4 80
計 75 37 9 4 12 13 51
○ 20 6 4 0 4 6 70
× 6 0 1 3 1 1 100






4.2　 外 壁 ・ 軸 組 損 傷
　 図 10 を 見 る と、 屋 根 損 傷 に 比 べ て、 外
壁 ・ 軸 組 損 傷 は 小 野 川 の 下 流 に 集 中 し て い
る こ と が 判 る。 下 流 で は 中 破 し て い る 建 物
が 多 く 見 ら れ る。 こ れ は 液 状 化 現 象 の 影 響
で 小 野 川 護 岸 が 壊 れ、 宅 盤 が 川 の 方 向 へ ず
れ て い っ た こ と に よ る 影 響 で あ る。[ 写 真
9・10 参 照 ] 多 く が、下 屋 部 分 の 宅 盤 が ズ レ、
軸 組 に 歪 が 出 た こ と に よ る 損 傷 で あ る。
　 町 家 の 被 害 は そ の 影 響 以 外 は ほ と ん ど 見
ら れ な い が、 土 蔵 は 地 区 に よ る 損 傷 の 差 は
見 ら れ な い。 土 蔵 は 軸 組 の 変 形 よ り も、 外
壁 の 被 害 が ほ と ん ど で あ る。 真 壁 と 同 様 に
妻 壁 の 隅 角 部、 鉢 巻 を 中 塗 り 壁 か ら 剥 落 さ
せ て い る も の が 多 く 見 ら れ る。
4.3　 保 存 修 理 工 事
　 次 に、 保 存 修 理 工 事 に よ る 損 傷 率 の 差 を
考 察 す る。 佐 原 は 平 成 7 年 度 か ら 県 指 定 文
化 財 は 23 事 業、 特 定 建 築 物 は 平 成 22 年
度 ま で に 記 録 さ れ た 事 業 は 60 事 業 で あ る。
（ ※ 同 じ 建 物 に 複 数 回 実 施 さ れ た 事 業 を 含
む ） 景 観 形 成 物 や 修 景 事 業 が 他 に 15 事 業
行 わ れ て い る。
　 保 存 修 理 工 事 の 履 歴 を 見 る と、 県 指 定 文
化 財 と 特 定 建 築 物 で は 伝 統 的 建 造 物 に 対 す
る 考 え の 違 い が 見 ら れ る。 県 指 定 文 化 財
は、 腐 朽 し た 部 分 や、 破 損 し た 部 分 の 修 理
を 最 小 限 に 留 め、 屋 根 の 修 理 で は、 瓦 の ズ
レ を 修 正 し、 瓦 を 止 め る 漆 喰 の 修 理 が 行 わ
れ る だ け で、 根 本 修 理 は 行 わ れ て い な か っ
た。 ま た 腐 朽 し た 土 台 の 修 理 は 行 わ れ て い
る が、 基 礎 を ベ タ 基 礎 と す る な ど の 耐 震 的
な 工 法 は 行 わ れ て い な か っ た。
　 一 方、 特 定 建 築 物 の 町 家 は、 選 定 当 初 か
ら、 大 規 模 な 全 面 的 な 葺 替 工 事 が 行 わ れ て
い た。 選 定 当 初 の 葺 替 工 事 の 工 法 は 履 歴 に
は な い が、 空 葺 き の 引 掛 け 瓦 桟 工 法 で 行 わ
れ た と 香 取 市 の 担 当 者 は 述 べ て い た。 ま た
平 成 15 年 度 か ら は、 阪 神 淡 路 大 震 災 以 降
写真 13　左 2 棟は F 呉服店・K 蕎麦店である。
右側 2 棟（特定建築物保存番号 85・49）は瓦のガイドライン工法
???? 
 　 





無損傷 軽微 小破 中破 大破
棟数 ○ △ ▲ ■ ×
○ 55 33 8 1 13 0 40
× 20 7 6 0 6 1 65
計 75 40 14 1 19 1 47
○ 20 5 8 3 0 4 75
× 6 0 3 1 1 1 100





大屋根 大棟 屋根葺替 基礎工事 土台・軸組工事
8 A ○ ○ ○ 21 ガイドライン ベタ基礎 木造剛節フレームで補強
13 A ○ ○ ○ 21 ガイドライン ベタ基礎 構造補強・腐朽部材取替
90 B ○ ○ ○ 20 ガイドライン ベタ基礎 軸組補強
72 A ○ ○ ■ 17 ガイドライン ベタ基礎(下屋部無）
85 A ○ ○ ○ 17 ガイドライン ベタ基礎 小屋組修理
32 A ○ ○ ○ 15 ガイドライン 布基礎
88 B ○ ○ ○ 22 ガイドライン 腐朽部材交換
49 A ○ ○ ○ 15 ガイドライン 軸組修理
84 A ○ ○ ○ 16 ガイドライン
43 A ○ ○ ○ 6・16 ガイドライン
52 B ○ ○ ○ 19 全面葺替 ベタ基礎 柱・梁取替
5 A ○ ○ ○ 10 全面葺替 部分修理 土台修理
18 B ○ ○ ○ 9 全面葺替 構造補強
42 A ○ ○ ○ 12 全面葺替 鴨居・柱取替
9 B ○ ○ ○ 12 全面葺替 鴨居一部取替(部分修理）
10 B ○ ○ ○ 12 全面葺替 鴨居一部取替（部分修理）
19 B ○ ○ ○ 10 全面葺替 小屋組・土台・柱修理
11 B ○ ○ ○ 10 全面葺替 小屋組修理
3 A ○ ○ ○ 14 全面葺替
6 A ○ ○ ○ 6 全面葺替
14 A ○ ○ ○ 7 全面葺替
54 B ○ ○ ○ 7 全面葺替
83 B ○ ○ ○ 16 全面葺替
38 A ○ ○ ■ 7 全面葺替
45 A ○ ○ ■ 10 全面葺替
87 A ○ ○ △ 18 下屋復元・部分修理
34 A ○ ○ ■ 9 下屋復元・部分修理
20 B ○ ○ ■ 10 棟積み直し
17 B ○ ○ ○ 8 部分修理 半解体による構造補強
51 B ○ ○ ○ 19 ベタ基礎 梁新設
31 A ○ ○ ■ 18 ベタ基礎(下屋部無） 腐朽部材取替
24 A ○ ○ △ 15 布基礎 土台取替
60 A ○ ○ ○ 9 部分修理
28 A △ × ○ 10 全面葺替 土台・柱修理
62 B △ ○ ■ 14 ズレ補修 敷居一部取替(部分修理）
59 A △ ○ ○ 7・11 部分修理
70 A △ △ ○ 11 土台・柱取替
56 B ▲ △ ○ 14 全面葺替 柱・土台取替・構造補強
15 A ▲ × △ 9 全面葺替
93 A ▲ ○ ○ 20 鉄骨でフレーム補強
37 A ■ × ■ 7 全面葺替
68 A ■ × △ 13・14 下屋復元・部分修理 土台・柱腐朽部分取替
92 A ■ × ■ 20 下屋葺替 腐朽土台・柱交換
47 A ■ ■ ■ 11 下屋葺替 柱・桁修理
48 A ■ × ■ 9 部分修理 土台修理
35 A ■ × ■ 8 *外壁・開口部修理
53 A × ■ ○ 14 *下見板張替
12 A × × △ 18 軒先復元
66 A × ■ ○ 12・13 全面葺替 土間コン 土台取替
67 A × ■ ○ 12・13 全面葺替 土間コン 土台取替
71 A × × △ 13・14・16全面葺替 土台修理
N乾物店 A × ■ ▲ 9・10・11 影森の漆喰修理 小上がり修理(部分修理）





F呉服店 A × × △ 6・7・22 部分修理 一部半解体修理










大屋根 大棟 屋根葺替 基礎工事 土台・軸組工事
4 A ○ ○ △ 7 全面葺替
75 B ○ ○ ▲ 13 ズレ直し
69 A ○ ○ ○ 11 土間コン 腐朽土台取替・柱起こし
91 B ○ ○ ○ 21 腐朽部材交換
61 B ○ ○ ○ 9 土台修理・梁取替
81 B ○ ○ ○ 14 *下見板張替・漆喰修理
76 B △ △ △ 14 全面葺替 構造補強
64 B △ ○ × 9 全面葺替 構造補強（柱・梁追加）
65 B △ ○ △ 15 ズレ直し 野垂木取替
82 B △ ○ △ 15 ズレ直し
63 B ■ × ○ 7・8・16 全面葺替 土台修理・梁取替
2 A ■ × △ 8 *外壁・開口部修理
78 A × × △ 14 *漆喰修理
77 B × ■ × 14 全面葺替 構造補強
1 A × × △ 8 全面葺替
36 A × × × 14 構造補強




Y商店土蔵 A ■ ■ ▲ 8・9 軸組修理
N商店土蔵 A × ■ △ *壁面修理
















開 発 さ れ た 空 葺 き の 「瓦 屋 根 標 準 設
計 ・ 施 工 ガ イ ド ラ イ ン 」 17) （ 以 下 ガ
イ ド ラ イ ン 工 法 と 記 す ※ 平 部 分 の 瓦
は 全 数 釘 留 を し、 棟 瓦 は 専 用 の ボ ル
ト で 棟 木 と 緊 結 す る 工 法 ）　[ 図 11
参 照 ] を 積 極 的 に 工 法 と し て 推 薦 す
る よ う に な っ て き て お り、10 棟 の
建 物 に 採 用 さ れ て い た。
　 写 真 13 は 忠 敬 橋 付 近 の 被 害 写 真
で、 左 2 棟 は 県 指 定 文 化 財、 右 2 棟
は ガ イ ド ラ イ ン 工 法 で 保 存 修 理 工 事
が 行 わ れ た 建 物 で あ る。 県 指 定 文 化
財 の 2 棟 は 屋 根 が 全 面 的 に 崩 落 し、
ガ イ ド ラ イ ン 工 法 の ２ 棟 は 無 損 傷 で
あ り 損 傷 の 違 い が 明 ら か で あ る。
　 平 成 9 年 度 か ら は 腐 朽 し た 土 台 の
保 存 修 理 工 事 が 見 ら れ る よ う に な る
が、 特 に 注 目 す べ き 点 は、 平 成 13
年 度 以 降 か ら 特 定 建 築 物 で は 基 礎 の
本 格 的 な 修 理 が 行 わ れ る よ う に な っ
た こ と で あ る。 基 本 的 に は 揚 屋 を
し、 ベ タ 基 礎 工 法 と す る こ と が 基 本
と な っ て お り、 対 象 範 囲 で は 8 棟 の
建 物 に 採 用 さ れ て い る。
4.3.1　 屋 根 の 保 存 修 理 工 事
　 表 14 で は 全 て の 建 物 を 保 存 修 理
工 事 有 無 で 分 類 し、 屋 根 の 損 傷 度 に
つ い て の 考 察 を 行 っ た。 町 家 は 約
40 ％ の 違 い が 見 ら れ 保 存 修 理 工 事
の 効 果 が 高 い こ と が 判 る が、 土 蔵 は
保 存 修 理 工 事 が 行 わ れ た 建 物 の 損 傷
率 が 70 ％ と 高 く、 中 破 以 上 の 損 傷
の 建 物 が 半 分 と な り、 保 存 修 理 工 事
に よ る 効 果 が 表 れ て い な い。
　 表 16 に お い て は、 町 家 75 棟 の
う ち 保 存 修 理 工 事 が 行 わ れ た 建 物 は
55 棟 （約 73％） で あ る。 　 　
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保 存 修 理 工 事 に つ い て 直 接 屋 根 被 害 に 影 響 を 与 え る、 屋 根 葺 替 工 事、 基 礎 工 事、 土 台 ・ 柱
等 の 軸 組 工 事 を 対 象 と し、 無 損 傷 か ら 被 害 の 程 度 に 応 じ て 並 べ て い る。
　 保 存 修 理 工 事 が 行 わ れ た 55 棟 の 内 無 損 傷 は 33 棟 （60％）、9 棟 （ 約 16％） の 建 物 が 大
破 し て い る。 各 保 存 修 理 工 事 の 内 容 で、 損 傷 を 考 察 す る と、 全 面 葺 替 工 事 が 行 わ れ た 32
棟 の う ち 無 損 傷 は 25 棟 （ 約 78％） と な っ て い る が、 ガ イ ド ラ イ ン 工 法 で 施 工 さ れ た 10
棟 は 全 て 無 損 傷 で あ る。22 棟 は 引 掛 け 瓦 桟 工 法 で 施 工 さ れ た が、7 棟（約 32％）が 損 傷 し、
大 破 し た 建 物 は 3 棟 （ 約 9％） あ る （ 保 存 番 号 66・67・71）。 部 分 的 な 修 理 で は な く 基 礎
工 事 が 行 わ れ た 12 棟 は、10 棟 （ 約 83％） が 無 損 傷 と な っ て い る。 部 分 的 な 修 理 で は な
く 土 台 ・ 軸 組 工 事 が 行 わ れ た 29 棟 の 内、 無 損 傷 は 16 棟 （ 約 55％） で、 大 破 し た 建 物 は、
3 棟 （ 約 13％） と な っ て い る。 以 上 か ら、 屋 根 全 面 葺 替 や 基 礎 工 事 を 適 切 に 行 う こ と で、
屋 根 の 損 傷 は 小 さ く な る 率 が 高 い こ と が 判 る。
　 表 17 に お い て は 町 家 と 同 様 の 方 法 で、 保 存 修 理 工 事 が 行 わ れ た 土 蔵 20 棟 を 考 察 し た。
20 棟 の 内 無 損 傷 は、6 棟 （30％） で 6 棟 （30％） が 大 破 し て い る。 保 存 修 理 工 事 が 行 わ
れ た に も か か わ ら ず、70％ が 損 傷 し た こ と に な り、 町 家 と 比 較 し て 損 傷 率 が 高 い。 各 保 存
修 理 工 事 の 内 容 で、 損 傷 率 を 考 察 す る と、 全 面 葺 替 工 事 が 行 わ れ た 7 棟 の 内、 無 損 傷 は 1
棟 （ 約 14％） に 過 ぎ な い。2 棟 （ 約 29％） が 大 破 し て い る。 基 礎 工 事 は、 唯 一 保 存 番 号
69 の 1 棟 だ け で、 無 損 傷 で あ る。 同 時 に 土 台 交 換 と 柱 起 こ し を し て い る こ と も 効 果 的 で
あ っ た と 考 え ら れ る。 部 分 的 な 修 理 で は な く 11 棟 に 軸 組 修 理 が 行 わ れ て い る が、 屋 根 の
無 損 傷 は 3 棟 （ 約 27％） に 過 ぎ な い。 構 造 補 強 が 行 わ れ た に も 変 わ ら ず 2 棟 が 大 破 し て
い る。 土 蔵 は 根 本 修 理 が 行 わ れ て も 屋 根 を 破 損 す る 確 率 が 高 い こ と を 示 し て い る。
4.3.2　 外 壁 ・ 軸 組 の 保 存 修 理 工 事
　 表 15、 表 16 に お い て 外 壁 ・ 軸 組 損 傷 と 保 存 修 理 工 事 の 内 基 礎 工 事 及 び 土 台 ・ 軸 組 工 事
が 行 わ れ た 町 家 を 考 察 し た。55 棟 の 内、 無 損 傷 は 33 棟 （60％）、13 棟 が 中 破 し て い る。
小 野 川 流 域 （ Ａ ） の 11 棟 の う ち 9 棟 は い ず れ も 護 岸 の 破 損 に よ り、 宅 盤 が 川 の 方 向 へ 側
方 移 動 を し、 特 に 下 屋 の 柱 や 壁 ・ 土 間 に 亀 裂 を 起 こ し た も の で あ る。 保 存 番 号 72・31 は
ベ タ 基 礎 施 工 が 行 わ れ た に も か か わ ら ず、 下 屋 を 損 傷 し て い る が、 下 屋 部 分 を 施 工 さ れ て
い な い 為 で あ る。 隣 接 し て い る 保 存 番 号 32 は 布 基 礎 で あ る が、 下 屋 部 分 ま で 施 工 さ れ て
い た た め に 無 損 傷 で あ っ た。 わ ず か な 工 事 範 囲 で 明 暗 を 分 け た。
　 県 指 定 文 化 財 S 醤 油 店 は 平 成 5 年 度 か ら 平 成 20 年 に か け て、6 回 に 分 け て 様 々 な 保 存
修 理 工 事 が 実 施 さ れ て い た。 特 に 平 成 13 年 度 に は 土 台 の 修 理 が 行 わ れ、 平 成 20 年 度 に
は 2 階 床 梁 交 換 が 行 わ れ た に も か か わ ら ず、 躯 体 に 歪 が 生 じ て い る。 主 に 基 礎 は 修 理 が 行
わ れ た だ け で、 根 本 的 な 耐 震 化 工 法 が 取 ら れ な か っ た こ と に よ る も の と 思 わ れ る。
　 表 15、 表 17 で 土 蔵 の 外 壁 ・ 軸 組 損 傷 と 保 存 修 理 工 事 の 行 わ れ た 20 棟 で 考 察 す る。20
棟 の 内、無 損 傷 は 5 棟 で、大 破 し た も の は、4 棟 で あ る。 基 礎 を 土 間 コ ン で 修 理 さ れ た の は、
唯 一 保 存 番 号 69 の 1 棟 だ け で、 無 損 傷 で あ っ た。 大 破 し た 土 蔵 3 棟 は、 構 造 補 強 を さ れ
て い た が、 外 壁 ・ 軸 組 の 損 傷 を 防 ぎ き れ て は い な い。
4.5　 考 察
4.5.1　 地 盤 の 影 響 と 損 傷
　 ボ ー リ ン グ 資 料 よ り 固 有 周 期 を 求 め た 結 果、 小 野 川 沿 い は 限 り な く 第 Ⅲ 種 地 盤 に 近 い 軟
弱 地 盤 で あ っ た。本 震 で 佐 原 は 震 度 5 強（計 測 震 度 ＊ 5.4）最 大 加 速 度 が 304gal を 計 測 し た。
小 野 川 沿 い と 香 取 街 道 沿 い で は 町 家 の 屋 根 損 傷 率 に 明 ら か な 違 い が 見 ら れ、 小 野 川 沿 い の
町 家 は 屋 根 損 傷 率 約 60％、 土 蔵 は 約 87％ の 屋 根 損 傷 率 で あ り、 こ の 損 傷 率 は 真 壁 と ほ ぼ
同 様 の 損 傷 率 で、 軟 弱 地 盤 に お い て は 屋 根 の 損 傷 率 は 非 常 に 高 く な る と い う 結 果 を 得 た。 　
　 小 野 川 沿 い の 損 傷 率 に は 保 存 修 理 工 事 履 歴 の あ る 建 物 を 含 ん で お り、 保 存 修 理 工 事 履 歴
の な い 町 家 12 棟 の う ち 無 損 傷 で あ っ た の は 1 棟 （約 8％） に 過 ぎ ず 損 傷 率 は 高 い。 外 壁・
軸 組 の 損 傷 率 も ほ ぼ 同 様 の 損 傷 率 で あ る。 土 蔵 は 地 区 に よ る 大 き な 損 傷 率 の 差 は 屋 根、 外
壁 ・ 軸 組 共 に 見 ら れ な か っ た。
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５． ま と め 　
　 重 伝 建 地 区 の 伝 統 的 建 造 物 に つ い て は 文 化
庁 が 阪 神 淡 路 大 震 災 以 降、 文 化 財 保 護 部 長 通
知 18) を 出 し、補 強 方 針 の 策 定 に あ っ て は、「木
造 住 宅 の 耐 震 診 断 と 補 強 方 法 19)」 を 参 考 に す
る よ う に 示 し て い る。 真 壁 ・ 佐 原 は 既 に、 補
助 金 を 活 用 し た 震 災 復 旧 工 事 は ほ と ん ど 終 了
し て い る が、 所 有 者 が 復 旧 工 事 を 急 ぐ 事 情
や、 経 済 的 な 負 担 が 増 え る 事 情 等 で 耐 震 補 強
が 行 わ れ た 建 物 は ほ と ん ど 見 ら れ な い。
　 本 研 究 に お い て、 佐 原 の 保 存 修 理 工 事 の 考
察 を 通 じ て、 町 家 の 屋 根 を ガ イ ド ラ イ ン 工
法、 基 礎 を ベ タ 基 礎 工 法 と す れ ば、 震 度 5 強
程 度 ま で は、 耐 震 補 強 が 行 わ れ な く て も 損 傷
を 防 げ る 可 能 性 が 高 い こ と を 明 ら か に し た。
　 ま た 土 蔵 は、 関 東 の 土 蔵 の 特 徴 を 生 か し た
効 果 的 な 保 存 修 理 工 事 が 必 要 で あ る。 本 研 究
の 成 果 を 踏 ま え、 屋 根 及 び 外 壁 の 保 存 修 理 工
法 の 試 案 を 作 成 し た の が 図 12 で あ る。 以 上
本 研 究 の ま と め と し た が、 可 能 な 限 り 耐 震 補
強 を 行 う こ と や、20 年 毎 の 定 期 的 な 保 存 修
理 工 事 を 進 め る こ と は 基 本 で あ る。図 12　土蔵の保存修理工事試案
4.5.2　 保 存 修 理 工 事
4.5.2.1　 屋 根 の 保 存 修 理 工 事
　 保 存 修 理 工 事 の 有 無 で 町 家 は 約 42％ の 違 い が 見 ら れ、 保 存 修 理 工 事 の 効 果 が 高 い こ と
が 判 っ た。 し か し、 土 蔵 は 保 存 修 理 工 事 が 行 わ れ た 建 物 の 損 傷 率 は 約 7 割 と 高 く、 損 傷 も
中 破 ・ 大 破 し た 建 物 が 多 く 見 ら れ、 保 存 修 理 工 事 に よ る 屋 根 損 傷 を 防 げ て い な い。 こ の 要
因 は 土 葺 き で 修 理 が 行 わ れ た 為 で あ る。
　3.3.2- 建 設 年 代 と 屋 根 損 傷 - で 述 べ た 通 り、 関 東 で は 昭 和 期 以 降 引 掛 け 瓦 桟 工 法 が 普 及
し た が、 平 成 7 年 度 か ら 始 ま っ た 保 存 修 理 工 事 で は、 建 築 基 準 法 以 後 の 引 掛 け 瓦 参 考 工 法
に よ り 施 工 さ れ て お り、 そ れ に つ い て の 考 察 を 行 う。 瓦 の 施 工 方 法 は、 戦 後 に な り 建 築 基
準 法 （ 昭 和 25 年 ） 施 行 令 39 条 で 規 定 さ れ た が、 引 掛 け 瓦 桟 工 法 に つ い て の 具 体 的 な 施
工 基 準 は 定 め ら れ な か っ た。 昭 和 46 年 に な り、 建 設 省 告 示 第 109 号 で 初 め て 設 計 基 準 が
定 め ら れ た。 そ の 基 準 は、 平 瓦 は 軒 先 や ケ ラ バ か ら 2 列 は 釘 止 め と し、 棟 瓦 も 棟 木 と 銅 線
で 緊 結 す る よ う に な り、 地 震 に よ る ズ レ や 落 下 は 改 善 さ れ た。 し か し、 平 成 7 年 （1995)
の 阪 神 淡 路 大 震 災 に お い て は、 多 く の 瓦 屋 根 や 棟 瓦 が 落 下 し た こ と に よ り、 再 び 瓦 屋 根 工
法 の 耐 震 性 の 問 題 が 指 摘 さ れ た。 平 成 13 年 に な り、 独 立 行 政 法 人 日 本 建 築 セ ン タ ー 監 修
の ガ イ ド ラ イ ン 工 法 が 発 行 さ れ、980gal（1G） の 最 大 加 速 度 で も 被 害 が 発 生 し な い 耐 震 化
工 法 が 完 成 し た。 佐 原 に お い て は 引 掛 け 瓦 桟 工 法 で 施 工 さ れ た 約 3 割 は 損 傷 し た が、 ガ イ
ド ラ イ ン 工 法 は 全 て 無 損 傷 で あ り、 第 Ⅲ 種 地 盤 に お い て も 効 果 が 高 い こ と が 判 っ た。
4.5.2.2　 外 壁 ・ 軸 組 の 保 存 修 理 工 事
　 佐 原 に お い て は 最 近 の 町 家 の 保 存 修 理 工 事 に お い て は 揚 げ 床 し、 ベ タ 基 礎 工 法 が 取 ら
れ、 下 屋 を 含 む 建 物 全 て を ベ タ 基 礎 工 法 と し た 建 物 に は 被 害 は 無 い。 ベ タ 基 礎 工 法 は 耐 震
化 だ け で は な く、 土 台 や 軸 組 の 腐 朽 防 止 の た め に 効 果 が あ る。 土 蔵 で は、 保 存 修 理 工 事 は
主 に、 腐 朽 し た 土 台 や 軸 組 の 構 造 補 強 が 中 心 に な っ て い る が 外 壁 ・ 軸 組 の 損 傷 を 防 ぎ き れ
て は い な い。 唯 一 基 礎 を 土 間 コ ン で 修 理 さ れ た 1 棟 は、 無 損 傷 で あ っ た。 関 東 の 土 蔵 は 防
火 の 為 に 床 下 換 気 口 を 取 ら ず、 換 気 が な い 為 に、 土 台 や 軸 組 の 腐 朽 が 進 み や す い。 基 礎 に
コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と は 土 蔵 に も 効 果 が あ っ た と 考 え る。
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工 学 系 教 授 ・ 藤 川 昌 樹 先 生 に は 真 壁 の 調 査 に 当 た り 適 切 な 指 導 及 び 便 宜 を 図 っ て い た だ き
心 よ り お 礼 を 申 し 上 げ ま す。
　 桜 川 市 真 壁 地 区 の 調 査 に 当 た っ て は、 桜 川 市 教 育 委 員 会 に は、 震 災 復 旧 に お 忙 し い 中 貴
重 な 調 査 資 料 ・ 被 害 写 真 等 の ご 提 供 を い た だ き ま し た。 香 取 市 佐 原 地 区 の 調 査 に 当 た っ て
は 重 伝 建 地 区 の 調 査 資 料 ・ 被 害 写 真 に 関 し て は 香 取 市 都 市 整 備 課 事 業 推 進 班 に、 県 指 定 文
化 財 の 調 査 資 料 ・ 被 害 写 真 に 当 た っ て は 香 取 市 教 育 委 員 会 生 涯 学 習 課 文 化 財 班 に ご 提 供 い
た だ き ま し た。 こ れ ら の 貴 重 な 資 料 を ご 提 供 い た だ き 心 よ り 御 礼 申 し 上 げ ま す。
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